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２０２０年１０月  日 

大阪ＹＭＣＡ国際専門学校 

校 長   鍛治田 千文 

 

 

２０１９年度自己点検・自己評価について（高等課程） 
 

 

Ⅰ．当校における自己点検・自己評価の取り組みについて 
  

本校では、２００５年度から、全国にあるＹＭＣＡ専修学校とともにＹＭＣＡ独自の自己点

検・自己評価を実施し、教育の改善に努めてまいりました。２００７年度の学校教育法および

同法施行規則の改正により、専修学校においても２００９年度から自己点検・自己評価が義務

づけられたことを契機に、自己点検・自己評価の内容を同法に沿う形に改め、実施に取り組ん

でいます。 
   

 

Ⅱ．２０１９年度自己点検・自己評価の結果について 

 

（１）全体的な傾向 

  自己点検、自己評価の対象範囲は総合職、嘱託に広げています。評価というより理解度によ

って値が変わってくることが見受けられます。学校運営の項目では、運営方針や事業策定は定

められているものの、周知できていないことが分かります。また、公立の高校と比較すること

から毎年設備については評価が低くなります。これは、グランドや専門の教室がないことから

起因するものです。全般としては、教職員が生徒のために尽力し、かつ密な情報交換を行って

いる結果が推察されます。国際学科が２０１７年度より学科改編を行った結果もあり「教育理

念、目的、人物育成人材像」や「生徒の受け入れ募集」「国際交流」などが高い結果となりま

した。 

  一方、授業評価はこれまでなされておらず、近年の課題となっています。この部分の検討・

強化の必要性が、評価から明らかに見られます。 
 

 

（２）項目毎の現状・課題と改善方策 

（１）教育理念・目的・人物育成人材像 

 ①現状と課題 

・教育理念の明確化について 

  本校は１９８０年に大阪府より専修学校としての認可を受け今日に至っており、高等課程で

は国際学科が１９８８年、表現・コミュニケーション学科が２００５年に開設しております。

しかし、その歴史は１８８２年の大阪ＹＭＣＡ創立以来、最も古い記録では１８９３年の英

語夜学校設立までたどることができます。キリスト教精神に基づいて始められたＹＭＣＡは、

「精神」「知性」「身体」の調和の取れた全人教育を理念としており、本校もこれを教育理

念として掲げています。今回の自己評価では、３．３～３．６と高い評価となっており、学

校関係者からも平均３．５と高い評価になっています。 

  パンフレットやホームページはこれらを明記しており、それぞれの学科の教育理念・スク

ールモットーも明確です。生徒・保護者・教員に対しては学校説明会や入学後のオリエンテ

ーション、日常の場面でも伝えており、国際学科では週に一度スクールモットーに照らし合

わせた自身の振り返りを行っています。中学校への案内の際にも理念に触れ、周知できるよ

うにしています。 

 

 ②今後の改善方策 

  生徒の出身中学などに、本校の特徴と併せて周知を行なうようにいたします。また、外部



 2 

の説明会などにも積極的に参加し、関係業界への周知を図ります。マスメディアや新聞に取り

上げてもらうなど致しましたが、次年度はより多くの教員に行き届くよう努力いたします。 

 

（２）学校運営 

 ①現状と課題 

 ・運営方針、事業計画について 

  法人全体で１０年単位のビジョンを策定し、これに基づき２～３年単位の中期事業計画を立

て、それをもとに法人に属する各学校の年度単位の事業計画を策定しています。本校もその

プロセスを経て、中期および年度単位の事業計画に基づいた学校運営を行っています。 

 

 ・運営組織や意志決定機関について 

  上記学校運営に関わる事業計画は、理事会・評議員会で意思決定され、学校事業責任者会議

がそれを受けて具体的な運営を行っています。本校においては、高校生事業会議でさらに、

学科の責任者がそれぞれの部門の目標、役割を明確にしつつ、部門同士の連携を図りながら

運営を行っています。また、部門の所属スタッフは、責任者より示された職務分掌に従って

目標を理解し、役割と責任を果しています。その全体像の理解が進むよう努力します。 

 

 ・人事や処遇に関する制度について 

  常勤者の採用・人事・研修（一部非常勤者対象も含む）等に関しては、大阪ＹＭＣＡ総体の

統括本部が管轄し、また非常勤者等の採用や人事に関しては法人に属する各学校が管轄して

います。これらの要員計画は、事業計画に基づいて策定しています。また、常勤者の処遇に

関しては、人事考課制度（ＭＢＯの活用による評価制度）を定め、これとの連動による昇

進・昇級および賃金規程を定めています。 

 

・情報公開について 

 自己点検・自己評価、学校関係者評価および財務情報は、ホームページで公開しております。 

 ・大阪ＹＭＣＡ統括本部にはＩＣＴ室が置かれ、大阪ＹＭＣＡの情報システムによって全事業

所の業務管理と効率化を図っており、常に改善をしております。個人情報保護のためにも全

ＰＣのＵＳＢ使用も禁止となっております。 

 

 ②今後の改善方策 

  大阪ＹＭＣＡの学校事業全体で整備に取り組み、2019年度より就業規則を改訂しました。よ

り公正かつ適切で明確な処遇に改善しました。 

   

 

（３）教育活動 

 ①現状と課題 

 （目標の設定等） 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施等については、教育理念を具現化するための適切

な教育課程を編成しております。授業のみならず学校行事一つひとつにおいて毎年見直し、

必要に応じては丁寧な見直しをしております。 

 ・各学科の特色に基づき、毎年教育目標を見直し、目標達成に向けた年間計画を策定し実施し

ています。 

 （教育方法・評価等） 

 ・時代のニーズと生徒たちの構成にあわせ、ゴールを明確にし、カリキュラムに反映させてい

ます。カリキュラムは毎年見直しを行い、時代のニーズに対応しています。 

  教科会議は学科毎に頻度が違い、頻度が低い学科は計画的に実施し、授業評価なども適切に

実施することが改善として求められています。 

・表現・コミュニケーション学科の職場体験については、希望者のみならず必要とされた人に

実施をし、実習前研修、ライフスキルの授業など体系的に行っております。幸いにも現在は
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受け入れ企業を確保、YMCAの他法人でも受け入れ依頼をしている状態です。国際学科にお

いては、一人あたり４０時間のインターンシップを学科の特徴として実施いたしました。 

 （教職員） 

 ・教員の確保とスキルの向上について 

  ここの４項目はすべて昨年度より評価が下がっており、２.９～２.８となっております。本

校では、教員のスキルの向上について、YMCA 主催のセミナー講師を案内し参加を促したり、

表現・コミュニケーション学科講師会等で教員の取組などが発表されています。教員同士の

授業見学や、研修授業の実施ができていないことが課題です。公開授業を実施したことで、

授業の質の向上を図ることができました。 

 ・教員には学年当初または学期当初における、各教員からのシラバスの提出にもとづき、部門

責任者がそれをチェックし、必要により指導を行っています。 

 ・教職員の研修は、職員と専任教員に対しては大阪ＹＭＣＡ全体で、安全研修と人権研修がそ

れぞれ年３回実施されています。また大阪ＹＭＣＡ高校生事業でも年２回合同研修会を行っ

ています。高等課程主催の一般教職員向きのセミナーや他団体が実施するカウンセリング研

究会やモデル校見学、教員研修等には積極的に参加するよう案内をしております。業務遂行

のための研修は、ＯＪＴの視点を重視して日常業務の中で指導しています。 

 ・月に１度、アドバイザリー会議を行い、学校運営の客観的な意見をいただいていることは、

今後も継続的に実施いたします。 

 

 ②今後の改善方策 

・授業評価の方法や内容について、今後協議・実施していきます。今までの教育方法がアクテ

ィブラーニングになっていると確信しておりますが、それらを見直し、連携、そして次年度

は研究授業を実施する予定です。 

 

（４）学修成果 

 ①現状と課題 

・進学率の向上について 

  本校では、課程の特色にもとづき、進学希望者には大学担当者（国内・海外）、専門学校担

当者、職業訓練校担当者が、生徒一人ひとりの希望に応じて、計画的に進学指導を行ってい

ます。保護者にも１年次から適切な時期に進路ガイダンスを行い、学校と家庭が協力して支

援することを行っております。国際学科は４割が関関同立早慶上智以上、２割が海外留学と

日々の学習の成果をだしました。 

・資格取得率の向上について 

  資格取得を目標とする学科ではありませんが、英検、漢検、Ｐ検などは体系的な指導のもと

に、生徒の学習意欲を高める動機づけとして資格取得できるように努めています。 

・生徒指導と退学率の低減策について 

  担任制度を導入し、ホームルーム、ショートホームルームで日々の様子を把握し、生徒の学

習および学校生活の情報を教職員が連携して共有することにより、退学率は大変低くなって

います。 

・卒業生・在校生の社会的な活動及び評価を把握しているか 

  在校生はもちろん、卒業生についても動向の把握に努めております。「地域の成人式に出に

くい」という生徒の声に応え、卒業後、20歳の成人祝福式を実施しております。卒業生は月

に一度の特別活動、不定期なボランティア活動、年に一度のアンケートを実施しております。

また大阪市不登校通所事業の業務委託を受け、そこにも卒業生がメンタルフレンドとして活

躍し、就労移行支援の位置づけにもなっております。卒業後の活動、評価も把握しており、

相談にも継続的に受けています。 

 

 ②今後の改善方策 

  両学科の卒業生が、卒業後も新たな進路でやり抜ける力を育むため、カリキュラムの見直し

をしたいと思います。 
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（５）生徒支援 

 ①現状と課題 

・進路および生徒相談に関する支援体制について 

 本校では、国内外大学・専門学校への進学相談をする複数の進路指導担当者と、各クラス担

任を配置して、一人ひとりの志望と能力・資質にあわせて進路指導と生徒相談への対応を行

なっています。 

・担任だけが対応するのではなく、学校全体での支援を行っています。保護者・医療機関、場

合によっては中学とも連携をとっています。「生徒・保護者からの相談体制は整備されてい

るか」３.５「保護者と適切に連携しているか」３．７となり高評価となっています。保護

者の評価も「スタッフは、親身に適切に対応している」が９８％、生徒は「親身に相談に乗

ってくれる」が９２％と高評価でした。 

・表現・コミュニケーション学科では大学生から年配の方まで多様なボランティアが授業や休

み時間に入り、生徒のサポートをしています。国際学科も一昨年度からボランティアを導入

してクラスに入り、生徒には多くの良質の出会いの場を提供しています。また、公立大学と

の連携、専門学校との連携によりインターンシップや実習の受け入れを行うことで、出会い

の機会を増やすことができています。 

・両学科とも週に１度生徒支援会議を実施しています。また必要に応じて緊急会議や継続生徒 

支援会議を行い、一人ひとりの生徒を丁寧に支援しています。 

 ・保健室の養護教諭・カウンセラー・特別支援教育コーディネータとも十分な連携がとれ、重 

篤なケースは併設する総合教育センターや他機関（病院等）への誘導も行っています。 

 ・キャリア教育としては公的機関から外部講師として授業を実施していただきました。 

 ・丁寧な支援により、多くの時間を取られることが課題となっております。 

 

②今後の改善方策 

 ・高校・高等専修学校／専門学校との連携によるキャリア教育・職業教育の取り組みについて

は、特定の学校のみとなっているので、学校のみならず、外部機関との連携も視野に入れ、

今後広げていきたいと考えております。 

 

（６）教育環境 

 ①現状と課題 

 ・施設・設備等について 

  本校では、専門学校の設置基準に基づき、学生・生徒が快適に学習に専念できるスペースと

施設・設備を確保しています。また、それらの整備状況を各課程・学科の責任者が常に把握

し、使用状況・使用計画、使用内規、学生・生徒に対する使用案内を行っています。 

  施設・設備のメンテナンスに関しては、責任者から上げられるレポートをもとに専門学校責

任者会議で検討し、防災センターの一括管理と更新計画に基づいて、これにあたっています。 

  施設が老朽化していますが、いす・机の一部入れ替え、教室のドアの改修、PCの OSをバー

ジョンアップするなど、教育環境の改善に努めております。 

 

 ・職場実習、海外研修等について 

  高等課程では職場実習や海外研修に積極的に取り組んでいます。 

  外部関係機関・企業との連携により職業訓練校見学やオープンスクール見学、職場実習によ

り、生徒の職業観を育てる一端としております。またアジア・ニュージーランドの海外研修

は多感なこの年齢での体験は人としての成長を豊かにするものとなっています。国際学科は

デンマークの高校とも連携を結び、同一年度に往来をしています。 

 

 ・防災に対する取り組みについて 

  毎年法令に基づいた防災訓練を行っています。これは、大阪ＹＭＣＡ全体で作成している

「安全管理ガイドライン」に基づいて本校の防災マニュアルを作成し、それに従った要員の

配置と役割の明確化により防災訓練を行うものです。防災訓練は、２０１１年度より従来の

火災を想定したものに加え、地震・津波の想定にも対応した訓練を加えています。また、要
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員の異動等による変更は毎年確認し、責任を明確にしています。高等課程として独自にマニ

ュアルを作成し、救急法も毎年実施しております。災害時、持ち出し用の非常連絡先カード

を作成し、全員に提出を義務付けています。 

  また、学内や学外での万一の場合に備え、傷害保険に加入しています。 

 ・学校行事について 

  今年度、表現・コミュニケーション学科では、いじめ撲滅を目指し、「ピンクシャツデイ」

の取り組みとして全校生徒でいじめについて考える時間を持ちました。高校３年生がリーダ

ーシップを発揮し、後輩たちと語り合う時間を持つことができました。複数のメディアに 

取り上げられ、社会貢献と同時に生徒の大きな成長にも繋がりました。 

   

 

②今後の改善方策 

 備蓄の食糧が不足していますので、改善を図ります。 

 

  

（７）生徒の受入れ募集 

 ①現状と課題 

 ・生徒募集活動について 

  本校では、生徒の募集活動について、その内容や手法においては教育機関としての節度を持

ち、適正に行うよう努めています。広報に用いるパンフレットやＷｅｂサイトは、教育内容、

進学状況等が、生徒や保護者の立場からわかりやすく理解できることを常に意識し、作成し

ています。 

  学内における説明会や個別相談に対して、適切な対応ができるための研修を行い、相談後も

入学に至るまでのフォローアップも行っています。 

 ・入学選考について 

  入学選考を適正かつ公平に行うため、入学募集要項に入学選考方法の基準を記載しています。 

 ・学納金について 

  理事会・評議員会において、各課程・学科における入学金、授業料、実習費等の学納金が、

学生・生徒の人数、教育内容、教育環境に照らし妥当なものであるかどうかの検討を経て、

決定しています。 

 

（８）財務 

 ①現状と課題 

 ・学校の財務基盤について 

  本校では、大阪ＹＭＣＡ全体の統括本部財務と学校事業本部が連携して、学校の財務基盤 

  について中期計画を立て、執行状況に関しては毎年半期ごとの理事会・評議員会のチェック 

  を経て財務状況、資産内容や資金内容の管理を行っています。 

課題としては、国際関係や世界経済状況により、留学生の入学者数が大きく左右されるため

留学生事業以外の収入による安定した収入基盤の確立が上げられます。 

・予算・収支計画について 

  予算・収支に関しては、中期計画、年度計画に基づいて執行しています。予算・収支の総額 

  および収支各項目の妥当性は、理事会・評議員会においてチェックがなされ、予算の問題点 

  や今後の動向については業務組織に対する指摘が行われます。 

 ・会計監査について 

  半期ごとに年２回、監事による会計監査と監査法人による会計監査を適正に行っており、理

事会・評議員会に報告しています。 

 ・財務情報の公開 

  自己点検・自己評価を公開するにあたって、財務情報の公開も行っています。 

 

 ②今後の改善方策 
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  安定した収入基盤の確立のため、また多文化理解向上やグローバルな人材育成のためにも、

国際学科は２０１５年に学科改編をしましたが完成年度となりました。留学する生徒が年々

増えていますが、クラス運営とのバランスや留学時期を検討していきます。 

 

（９）法令等の遵守 

 ①現状と課題 

・本校におけるコンプライアンスについて 

  本校では、学校法人の学校事業本部、大阪ＹＭＣＡの複数法人を取り纏める統括本部のそれ

ぞれが法律の専門家を顧問として配置し、新制度や規則の制定、各種届出などの際に多角的

なチェックを行うなど、法令等を遵守する体制を構築するとともに、学校事業本部、統括本

部への報告を通じて、運用が適切であるかどうかを検証しています。 

・個人情報の保護対策について 

  本校では、２００５年以来、大阪ＹＭＣＡが組織全体で定めた個人情報保護ガイドラインに

もとづき、学校に必要な個人情報の保護を、学校事業本部主導のもとに運用し、毎年の講師

会において常勤者・非常勤者ともにそのルールについて注意喚起を行い、個人情報の保護に

努めています。 

・自己点検・自己評価の実施・改善と結果公開について 

  全国のＹＭＣＡ専門学校グループとして２００５年から独自の自己点検・自己評価を行って

いましたが、公表はしていませんでした。２００８年度から自己点検・自己評価の実施とと

もに、公表することも義務化されたことから、積極的に公開しております。 

 ・第三者機関による評価について 

 本校ではこれまで第三者機関による評価は実施しておりませんでしたが、学校関係者評価は

学内に定着させております。今後第三者機関の意見を取り入れることが課題です。 

 

 ②今後の改善方策 

第三者機関の意見を取り入れられるようにします。 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

 ①現状と課題 

 ・本校では、ＹＭＣＡの特色を活かし、多くの社会活動に取り組んでいます。学校行事として

のボランティア活動はもとより、ＹＭＣＡ全体行事として、また土佐堀ＹＭＣＡ地域調整会

との連携、ＹＭＣＡのサポートクラブであるワイズメンズクラブとの連携、大阪市や西区役

所との連携により数々の社会活動を、生徒とともに行っています。 

 ・地域に対する公開講座・教育訓練については、高等課程内の総合教育センターにおいて、一

般や教職員を対象として実施しています。 

 ・表現・コミュニケーション学科アートクラブでは今年度も淀川キリスト教病院の季節のデコ

レーションを作成しました。大阪メトロの駅に生徒作品の展示要請があり、協力をいたしま

した。 

 ・前述しました「ピンクシャツデイ」の取り組みはいじめ撲滅のための大きな一歩となりまし

た。 

・地域のためのとさぼりカーニバルは学校行事として位置づけ、地域の子どもたちの受入れを

行っています。また地域奉仕活動のサマーセミナーも多くの生徒がボランティアをしていま

す。 

 

（１１）国際交流 

 ①現状と課題 

 ・大阪ＹＭＣＡ国際専門学校には留学生が４００人以上いることや、国際学科においては在籍

生の中に外国籍、外国にルーツがある生徒が５割、またＹＭＣＡインターナショナルスクー

ルをもち、世界の１２０の国と地域にＹＭＣＡがある国際交流をするには、恵まれた状況で

あります。生徒たちは多様な国籍の人たちとの空間を日常的に過ごしています。 

 ②今後の改善方策 
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 ・学校内が地球であるという考えのもと、今後も多様性を生かし、生徒たちがグローバルな視

点で平和を考えていけるように、その機会を提供したいと考えています。 

 
 

 

Ⅲ．２０１９年度外部アンケートについて 

 

（１）全体的な傾向 

  昨年に引き続き外部アンケートを実施いたしました。生徒にはＨＲを利用して実施、保護者

にはメールにて案内し、提出していただきました。 

外部アンケートは昨年通り全般に高評価です。学校関係者評価では、外部アンケートの評価

の高さに驚かれ、非常に高い評価をいただきました。生徒が「この学校に入学してよかった」

が８８％、保護者に関しては「この学校にお子様を入学させて良かった」が９８％となり、教

職員、学校関係者も非常に驚く数字になっており、学校に対して深い信頼関係ができていたこ

とがわかります。 

 

 

（２）項目毎の現状・課題と改善方策（在校生・卒業生） 

（１）学習態度 

 ①現状と課題 

・生徒自らの態度について問うものですが、この項目だけは設問に対して「そう思わない」と

書いているものがあります。顕著であるのは「遅刻はしていない」に関しては「そう思わな

い」３２％と３人に１人が自身が遅刻をすることがあると自覚しています。不登校経験のあ

る生徒が多いこともひとつの原因と思われます。それ以外では、概ね評価は高いと言えます。 

 

 ②今後の改善方策 

  「遅刻はしていない（していなかった）」について、引き続き生活改善や対策を生徒と共に

考え、改善を目指していきます。 

 

（２）授業 

 ①現状と課題 

 ・評価項目がおおむね８０％以上が「そう思う」「ややそう思う」となっています。生徒にと

っては満足のいく授業に改善したと受け止めております。習熟度別のクラスに対しても、機

械的に点数でわけるのではなく、必ず生徒の気持ちを尊重して行うことが反映されているこ

とと思われます。特に「授業はわかりやすい」には在校生１％が「そう思わない」となって

おり、教員の努力がみられます。少人数制のクラスやアクティブラーニングを実践している

こともこの評価につながったと思います。 

   

（３）学校行事 

 ①「学校行事が楽しみである」が「あまりそう思わない」「そう思わない」が２０％となり、

行事が苦手な生徒も多い中、事前の準備や保護者への説明会などにより比較的低く抑えられ

ていると考えられます。 

 

 ②今後の改善方策 

・他校に比べて、学校外の人たちと一緒に活動する学校行事は多く、また行事準備への時間を

多くとっていますが、不登校経験が長く、人と集団で行う経験が少ない生徒が多い表現・コ

ミュニケーション学科の生徒には学校行事は敷居が高いところもあると認識し、学校行事の

取り組み方を工夫いたします。 

 

（４）生徒支援 

 ①現状と課題 
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・両学科とも高い評価でした。「教職員は親身に相談にのってくれる」在校生９２％でした。 

 

（５）学校生活全般 

 ①現状と課題 

・「校内の施設や設備は充実している」が生徒評価７８％在（昨年度７５％）となり、徐々に

改善していることが見えてきたと思われます。 

 

②今後の改善方策 

・学校の施設・備品の老朽化に関しまして、引き続き計画をたて改善していきます。 
 

 

（３）項目毎の現状・課題と改善方策（保護者） 

（１）学校運営全般 

 ①現状と課題 

「この学校にお子様をいれて良かった」が９８％となり、非常に高評価となっています。 

  

（２）教育内容 

 ①現状と課題 

 ・「学校行事以外でも生徒が活動できる場が充実している」には「そう思わない」が保護者

２％で、それ以外の設問に対して卒業生保護者は「そう思わない」は２％未満となっており、

教育内容には理解と賛同を得ていると受け止めております。 

   

（３）健康管理 

 ①現状と課題 

 ・９６％が適切になされているという評価は、保健室の日々の充実、健康診断の結果にあわせ

た再検査実施、日々の健康チェックが理由だと考えられます。 

 

 ②今後の改善方策 

・健康管理は生徒の安全に繋がる大切なものです。思春期の身体と心づくりは、後々にも大き

く影響します。また、コロナ感染予防の観点からも毎日の体温測定を継続してまいります。

学校と家庭で生徒を見守っていく考えです。 

 

（４）生徒支援 

 ①現状と課題 

・ほとんどの項目で「そう思う」「ややそう思う」が９０％以上となっています。特に「お子

様には親身に適切に対応している」が保護者が９８％となっており保護者から信頼を得てい

る成果だと受け止めております。日々の様子は担任を通して家庭にお知らせしています。ま

た担任にすべてを任せるのではなく、週に一度の生徒支援会議で、学科全体で生徒を支援し

ています。ただし、適切な進路指導ができているについては、低いわけではありませんが、

保護者は８８％です。他の項目が非常に高い満足度の中では改善の必要があります。 

 ・必要に応じて、養護教諭やスクールカウンセラー、YMCA総合教育センターと連携し、生徒

を支援していきます。 

 

 ②今後の改善方策 

  卒業後を見据えた生徒支援を行っていきたいと考えています。特に大学入試が大きく改革さ

れていきますので、適切な進路指導ができるようにしてまいります。 

 

（５）保護者 

 ①現状と課題 

・両学科とも高い評価でした。保護者交流会や PTAは卒業してからも参加していただける仕組

みにしていることも一因かと思われます。 
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②今後の改善方策 

・編入生保護者にも、丁寧な対応や、適切な情報をお伝えしていきます。 

 

（６）情報公開 

 ①現状と課題 

 ・「学校のＨＰはわかりやすい内容になっている」は保護者について「あまりそう思わな

い」「思わない」が６％（昨年度２０％）と大きく改善されました。また、「さくら連絡

網」という一斉配信のシステムを導入し、タイムリーに情報を共有することができるように

なりました。さくら連絡網について保護者は９７％が有効であると回答いただきました。 
 

②今後の改善方策 

 ・今後も、ＨＰや Facebook にて適切な内容とタイムリーに頻回にアップロードしていきます。

また、引き続き「さくら連絡網」を有効活用できるよう、配信してまいります。 


